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現在、我々のグループでは、京での大規模利用にむけ

ての、生体分子粗視化シミュレータ CafeMol の開発と

チューニング、性能測定などを行っている。本年度に

おいては、この特別利用において、大規模系のチュー

ニングや性能測定などを行う予定であったが、京にお

いて実機のでのチューニングや性能測定が、予定通り

行えた。結果として、京の特別利用を利用する必要が

なくなり、特別利用を利用しての計算は行わなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


